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The life histories of the two isolates of a red alga Rhodochorton puゆureum(LIGHTF.) 

ROSENVINGE from Muroran and Oshoro， Hokkaido in Japan were completed in unialgal 
culture. The isolated tetraspores were cultured with Provasoli's ES medium and main-

tained in freezer-incubator il1uminated with cool-white fluorescent lamps (2，0∞-3，500 lux) at 
100C in a 8・hrphotoperiod. 

The tetraspores of the Muroran isolate germinated into the creeping and erect五la-

ments. Spermatangia were formed on the erect filaments about 5 weeks after germination 

and carpogonia were formed on the creeping and erect五lamentsabout 1 week after 

spermatangia developed. The spermatangia and carpogonia were formed on di妊erent

plants. The four celled gonimoblasts developed about 3 weeks after fertilization and 

tetrasporophytes developed directly from the apical cells of the gonimoblasts. The basal 

cells of gonimoblasts issued the rhizoidal filaments from which secondary gonimoblasts 

developed. Morphologically distinct carposporophytes producing carpospores were absent. 

The tetrasporangia were formed about 4 months after the gonimoblasts developed. This 

pattern of life history was almost identical with that reported for the dioecious isolates 

of this species by the previous workers. 

The tetraspores of the Oshoro isolate grew into plants similar to those of the Muroran 

isolate， but the gametophytes were monoecious. The gonimoblasts of the Oshoro isolate 
were longer than those of the Muroran isolate， reaching up to 230μm， sometimes 
branched and the rhizoidal filaments from the gonimoblasts were very few in number. 

The initials of the tetrasporophytes of the Oshoro isolate tapered as did those of the 

Muroran isolate. 

Masataka Ohta and Munenao Kurogi， Dφartment of Botany， Faculty of Science， 

Hokkaido University， Sapporo， 060 J.ゆan.

Rhodocho付onpuryureum(LIGHTF.)RoSENVINGE 

は，南北両半球の温帯から寒帯にかけて分布すること

が知られており (KNAGGS 1967)，日本では， YENDO 

(1916)とNAKAMURA(1941)によって，Rhodochorton 

rothii (TURTON) NλGELIの学名で報告されている。

本種は，天然では四分胞子体だけが知られているが，

イギリス産 (KNAGGS1968)， 南・北アメリカの大平

洋岸産 (WEST1969， 1970)，フランスのプルターニュ

産(FELDMANN1972)，およびオランダ産(STEGENGA

1978)の材料で構養実験が行われ，配偶体が存在する

ことが明らかにされ，さらに四分胞子体が特異な方法

で発達することが報告された。

室蘭と忍路から本種の四分胞子体を採集し，四分胞

子を培養した結果，同様の結果を得たが，室蘭産の株

は雌雄異株，忍路産の株は雌雄同株であることが判

明し， 2， 3の新知見も得られたのでその結果を報告

する。

材料と方法

培養に用いた室蘭の材料は， 1974年4月25日に，
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テャラツナイ浜の飛沫帯の岩のさけ目から採集した。

また，忍路の材料は， 1973年10月15日に，忍路湾の

飛沫帯の岩の窪地から採集した。採集した材料は，糸

状体の先端部の数細胞をマイクロピペットの先端で切

り取り，滅菌海水で2-3回洗浄し， ネジ蓋付試験管

(直径2cmx高さ 18cm，培養液10mt)に分離培養し

た。 1カ月後，単藻培養であることを確認した後，藻

体を200mt容量の腰高シャーレ(直径6.5cmx高さ

8.0cm)に移植して培養した。

腰高シャーレに移してから 4カ月後に，四分胞子誕

の形成が見られた。放出された四分胞子をマイクロピ

ペットで吸い取り，培養液を数滴たらしたスライド・

グラス上に，約10個ずつ植えつけた。 これらのスラ

イド・グラスを培養液約40mtを入れたペトリ皿(直

径9cm)中に3日開放置し，その後， 200 mt容量の

腰高シャーレに移した。

培養条件は， lOoC， 8時間照明で，照明には白色蛍

光灯を用い，照度2，000-3，5001 uxとした。培養液は，

PROV ASOLI (1968)の ES培地を用いた。観察は生

体材料を用いて行い，必要に応じて 10%フォルマリ

ン海水液で固定し，コットンプルーで染色して観察

しTこ。

結 果

室蘭産株

室蘭産の株の四分胞子褒から放出された四分胞子

は，球形で，密に内容物を含んだやや濃い赤色を呈し，

直径は14.4-19.2μm(平均16.4μm)であった(Fig.1)。

四分胞子は1日以内で発芽し (Fig.2)，発芽様式は猪

野 (1947)のいわゆる直接糸状型であった。発芽管は，

多くの場合2本 (Fig.4)であったが， 1本 (Fig.3)，

あるいは3本の場合 (Fig.5)も観察された。 1本の場

合に，多くは旬旬校となり 2本の場合には，一方が

直立枝となり，他方が伺旬枝となった。 3本の場合に

は 2本が旬旬枝となる場合が多かった。直立校の直

径は8.8-12.5μmであり，伺旬校の直径はそれよりも

やや細<， 5.0-8.8 11mであった。細胞の長さは，直

立校の場合に直径の 2-4倍，伺旬枝の場合に3-10

倍であった。

四分胞子から直接発出した短い直立校と旬旬校から

二次的に形成された短い直立校は，対生あるいは不規

則に互生して側枝を発出し，側校はさらに房状に分校

して，約5週間後にその先端部に多数の精子器を形成

した。 1つの先端細胞には， 2-4個の精子器が形成さ

れた。直立枝はその後も生長を続け，また分枝して精

予告告を形成した (Fig.7)。精子署苦からは，球形の不動

精子が放出された。精子器の直径は， 5.0-7.6μmで

あり，長さは6.3-8.8μmであった。不動精子の直径

は5.0-7.6flmであった。

造果昔告は， 精子器が形成され始めた時期よりも約1

週間遅れて，別の個体に形成された。造果器が形成さ

れた位置は，雄性体の直立枝に側枝が形成された位置

と同じであった (Fig.6)。また造果器は，旬旬校上に

直接形成される場合と直立校の先端部や中間部に形成

される場合があり，無柄もしくは，短い柄を持って形

成された。造果器の直径は7.5-1O.0pmであり，長

さは20.0-30.0pmであった。受精毛の直径は， 3.5-

5.0μmであり，長さは50.0-350.0μmであった。

WEST (1969)が報告した，直立枝の中間部に介生

的に形成された造果器，分枝した受精毛，及び造果器

の中間部から二次的に発達した受精毛は観察されな

かった。

放出された不動精子は，受精毛に付着し内容物が造

果穏に移動した後も，細胞膜を受精毛上に痕跡として

残していた (Fig.8)。受精した造果器は，最初上下に

2分裂した (Fig.9)。その後，受精毛を残している上

部の細胞は，そのまま伸長し，中央部にピレノイド様

の球形の構造体が出現し (Fig.lO)，やがて分校せずに

横の分裂面によって分裂を始め造胞糸を形成した。一

方下部の細胞も，数本の新しい造胞糸を側生した (Fig.

10)。これらの造胞糸が4細胞になった時に，最上部の

細胞が中央から細くなり，さらに生長を続けた。細く

なった糸状体は，最初，分校せずに生長を続けるが，あ

る程度生長した時分枝した (Fig.12)。この糸状体は，

野外で採集した四分胞子褒を持つ糸状体と良く似てい

た。造胞糸の直径は太く， 17.5-22.5μmであり，長さ

は100.0-157.5μmであった。造胞糸の先端から発達

した細い糸状体の直径は7.5-11.3flmであった。

また，造胞糸の下部細胞からは，下降する根様糸が

形成された (Fig.lO)。根様糸の直径は5.0-11.3μm

であった。根様糸は，さらに生長し，その上に，

STEGENGA (1978)の報告にあるような二次的な太い

造胞糸を形成した (Fig.11)。

造胞糸上に細い糸状体が発達し始めると，配偶体だ

けの時には不鮮明であった色素体の形は R.ρuゆu-

reumに特徴的な仮d壁性で多数の小盤状となった。一

方配偶体においても，雌性配偶体と雄性配f肉体を分離
して培養した場合に，両者は10カ月で3mm位まで

に発達し，この時，同様の色素体が観察された。この

ような本種の色素体の変化は， KUCKUCK (1897)が報
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Figs. 1-7. l¥Iluroran isolate oI I?hodochortollρIIltl.lr出 1.11/..

Fig. l. Liberated lelraspore. 

Fig. 2. One-day-olcl germling 

Fig. 3. 5-c1ay-olcl germling， issuing a prostrate filamenl 

Fig. 4. 14-c1ay-olcl planl， issuing an erect ancl a proslrale日lament.

Fig. 5. 16-c1ay-olcl planl， issuing an erecl ancl two (on巴 branchecl)prostrale 
filaments 

Fig. 6. Female gametophYle with maLUre carpogonia 

Fig. 7. l¥Ilale gametophyte with mat山 espermatangia 

e; erect五lament.p; prostrate五lam巴nl.cp‘carpogoni um. sp: spermatangi um. 

tr: tr1cnogyne 

Use scale in 2 Ior 1-3;訂正dein 4 fur 4; scale in 5 for 5; scale in 6 Ior 6， 7. 

告している。なお両者を混入して情義した場合には，

不動和子と造果1f.-.fr日lで受精が行われ， mr性配{肉体上に

造j泡糸が発達するためか， mt性配1肉体自体の発達は，
抑制される傾向が観奈された。

受精 して 3カ月後， 造!胞糸の先端から発述した創11，、
糸状休の先端部;，あるいは中間部の似IJ校上に， 1姐分JI包

子裂が房状に多数形成された (Figs.12， 13)0 I!日分JI包

子裂は， 卜字状に分裂し，その直径は， 17.5~22.5μm 

であり，長さは 27.5~3l.3μm であった。

忍(路 E主f);

忍路J:1fのおkは， JIし|分胞子の発芽体上に，放fJリ，造栄

光:f(Fig. 14)，もしくは新子保 (Fig.15)の一方だけを

形成するが，やがてI，;J一務体上にl何者を形成した

(Fig. 16)。利子山から放出された不正1;許可が受精毛に

付着して，造来日誌は受mし，室蘭産のf);と|吋じ様式で
発達して，造j泡糸を形成した (Fig.17)。忍路産の株の

造)抱糸は，室前i2ifの株のそれよりも長く 4細胞の段

階で 230μmまでに達するものがあり， しばしば分校

するものが観認でされた (Figs.18， 19)。 しかし， 室前

産のt;kで見られた造l泡糸の下部細胞から発出する根様
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Transversely c1iviclecl ferlilizecl carpogonium， 

Carpo日oniaancl gonimoblasts with rhizoiclal日lamenl
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Fig， 12， 1'elrasporophyle issuing from gonimoblasl 

Fig， 13， Mature telrasporangia 

g; gonimoblast. r; rhizoiclal ftlamenl Irom gonimoblast じp;carpogonl um 
es: emply spermalium， pg; primary gonimoblasl， sg; seconclary gonimo-

blast. tr; lrichogyne いv;lransverse cell 、処lall

Use scale in 8 for 8-10; scale川 11Ior 11; scale in 12 [or 12; scale in 13 
for 13， 

20 μm 
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Table. 1. Morphological comparison of Muroran and Oshoro isolates 

of Rhodochol'toll P削 'tul'eum

Character 
Muroran Oshoro 時「

Dioecious or Monoecious Dioecious Monoecious 

Cells of erect五lamentof 
gametophyte (lengthXdiameter) I 17.5-37.5X8.8-12.5μm I 15.0-31.5x7.5-1O.0μm 

Cells of creeping filament of 
gametophyte (lengthxdiameter) 幻.5-57.4x 5.0-8.8ρm I 27.5-55.0X5.0-7.5μm 

Spermatangia (lengthXdiameter) I 6.3-8.8x5.0-7.6'lm I 6.3-8.8x5.0-6.3μm 
Spermatia (diameter) I 5.0-7.6 pm I 6.3-7.6μm 
Carpogonia (lengthxdiameter) I 20.0-30.0X7.5-10.0ρm I 17.5-40.0x7.5-1O.0μm 
Trichogynes (length X diameter) I 50.0-350.0 x 3.5-5.0 11m I 100.0-250.0 x 3.0-3.8μm 
Gonimoblasts (lengthX diameter) I 100.0-157.5X 17.5-22.5μm I 132.5-230.0 X 12.0-22.5μm 

“Tetrasporophyte"五laments
(diameter) I 7.5-11.3μm I 10.0-12.8μm 

Tetrasporangia (length X diameter) I 27.5-31.3 X 17.5-22.5μm I 21.3-42.5 X 13.8-16.3μm 
Tetraspores (diameter) I 14.3-19.2μm I 14ふ17.5μm

糸は，大部分の造胞糸で発達しなかった。ついで，造

胞糸の先端細胞から造胞糸よりやや細い糸状体を発達

させ (Fig.19)その先端部，あるいは側校上に，房状

に四分胞子嚢を形成した (Fig.20)。

室蘭産と忍路産の株の諸形質を Table1に示した。

考察

室蘭産と忍路産の株は，双方とも， WEST (1969， 

1970)， STEGENGA (1978)らの報告と同様，果胞子裂

の形成は見られず，造胞糸から直接発達した四分胞子

体上に四分胞子嚢を形成した。両者の聞には，雌雄異

株と同株の違いがあるが，多くの形態学的形質が一致

するので同一種に属すると考えられる (Table1)。 し

かし，以下の点で差異がみられた。忍路産の株の造胞

糸は，室蘭産の株のそれよりも長くしばしば分校し

た。さらに大部分の造胞糸の下部細胞からは，根様糸

が発達しなかった。

WEST (1970)は，チリから採集した雌雄同株の株

の造胞糸の先端から発達する四分胞子体は，造胞糸と

比較して急には細くならないと報告しているが，忍路

産の雌雄同株の株では，室蘭産やこれまで報告された

雌雄異株の株と同様に細くなった。

R. tUl'tul'eumは，天然では四分胞子体だけが知ら

れている。一方 KNAGGS(1963)は，四分胞子嚢で減

数分裂が行われていることを発見し，配偶体の存在の

可能性を示した。後に KNAGGS(1968)は，培養実験

で配偶体を得，造胞糸の発達を報告した。本種の生活

史は WEST(1969)が培養実験で完結させた。この中

で，彼は四分胞子嚢をつける細い糸状体が，太い造胞

糸の先端から直接発出するという特異な発達形態を報

告した。彼は，この細い糸状体を生活史型から見た

場合の解釈として次の 3つを上げ考察している。 (1)

Liagora tetl'astol'iferaで報告されているような独立

した四分胞子体を形成しない四分果胞子体である。 (2)

果胞子体は無く，四分胞子体が受精した造果器から直

接発達したものである。 (3) 造果器が受精後に作る構

造は，発達の悪い，機能の変化した果胞子体であり，

造胞糸は単列の“果胞子"を形成する。しかし，果胞

子は放出されず，最先端部の果胞子だけがその場で発

芽して， 四分胞子体になる。 (1)の解釈については，

本種では，造胞糸から根様糸が形成され，後には配偶

体に依存しない独立した四分胞子体になること， (2) 

については，受精後横壁で分裂すること等の受精後の

造果器の発達が， Acrochaetiaceaeの典型的な果胞子

体の発達に似ていることをあげ，この2つの解釈に対

しでは，必ずしも肯定的ではない。

MAGNE (1972)は (3)の解釈をとり，本種の核相・

世代交代からみた生活史型を cycletrigen岳tique

haplodiplophasiq ueとしており， STEGENGA (1978) 

もまた同様の考え方をしている。一方 FELDMANN

(1972)は (2)の解釈をとり，本種の生活史型を cycle

digenetique haplodiplophasiqueとしており，

UMEZAKI (1977)もまた同様の考え方をしていると恩

われる。
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本実験でも，造胞糸の先端細胞から発出する糸状体

は，造胞糸と比較して細く，良く発達すること，また

室蘭産の株の造胞糸の下部細胞から発出した根様糸上

にも造胞糸と同じものが形成され，同様に細い糸状体

が発出したことから，更に研究が進むまで WEST

(1969)の (3)や， MAGNE (1972)の解釈と同様に造胞

糸と細い糸状体の部分は異った世代と見ておいた方が

良いと考えられる。そうすると，配偶体，果胞子体，

少なくとも若い四分胞子体が，同一個体上に存在する

ことになる。いずれにしても，本種は特異な生活史型

を示し，MAGNE(1972)，FELDMANN(1972)， UMEZAKl 

(1977)はこの生活史型を R.purpureum型とよんで

いる。

終りに本論文作製にあたり貴重な御助言を賜ったカ

リフオル=ア大学 JohnA. WEST教授に厚く御礼申

し上げる。培養の御指導と有益な御助言を賜った北大

増田道夫博士に深く感謝する。
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